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死
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約

一
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次

い

で

一

一

十

歳

か

/
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綿
一
梁
霊
と
ラ
イ
ト
バ
ン
が
出
合
る
を
悲
惨
な
交
通
事
故
は
後
符
の
交
通
事
故
で
判
。
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た
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続

い
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「

警
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仕

ら
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十

五

歳
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約

又

%
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尋

問
一
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一
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讃
に
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突
、
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イ
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一
後
を
断
言
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ん
。
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山
一
個
一
一
告
が
れ
日
十
日
一
片
付
官
立
品
世
話

γ軒
町
粧
品
口
前
持
日
一
一
お
い
い
駐
日
ト
山
中
間
市
北
川
内

似
て
一
ま
た
、
小
そ
こ
て
平
塚
欝
察
署
の
細
谷
よ
る
室
長
。
自
転
車
は
弱
者
一
一
万
六
千
九
百
一
一
十
七
件
号
、
る
わ
け
で
な
く
、
こ
の
数
字
装
こ
の
点
に
つ
い
て
細
谷
重
職
業
別
で
は
、
マ
イ
カ
ー
族
の

開
一
一
町
一
買
い
物
交
通
課
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
と
い
う
立
場
の
た
め
か
、
重
ル
会
交
透
違
反
検
挙
数
に
占
め
る
郡
山
の
一
号
、
実
際
は
も
っ
と
多
課
長
は
、
「
平
塚
市
は
人
口
の
割
会
社
員
が
約
一
一
一
七
%
三
番
多

日

一

一

合

は

二

部

強

と

な
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て

い
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。

く

の

数

字

が

出

て

く

る

の

で

は

な

に

飲

食

鹿

が

多

い

の

と

、

駅

が

一

く

、

次

い

で

工

員

の

約

一

0
・四

と
こ
ろ
が
、
平
塚
市
内
の
藍
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
で
交
通
の
禁
事
、
マ
イ
カ
%
、
一
一
一
書
が
建
築
業
e

大
工
、

運
転
検
挙
数
は
一
千
四
百
ハ
併
な
ぜ
、
飲
ん
で
運
転
?
る
の
で

1
の
一
利
回
問
者
が
多
い
こ
と
。
そ
れ
四
番
目
が
職
業
運
転
手
と
な
っ
て

で
、
県
下
で
も
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
し
さ
っ
。
に
、
合
い
因
習
と
人
柄
の
た
め
い
ま
す
。

い
う
悪
名
を
き
て
い
ま
す
。
一
臼
飲
酒
運
転
の
動
機
を
聞
い
て
み
か
、
入
に
酒
を
勧
め
る
人
が
多
欽
返
還
転
を
し
て
溜
る
D
止、

平
均
四
三
人
の
入
が
善
運
転
言
、
第
正
「
こ
の
位
な
ら
大
い
。
芝
、
差
す
る
人
も
つ
い
自
分
自
身
で
す
。
事
故
が
紹
ぎ
て

欽
ん
で
し
ま
う
と
い
う
一
悪
循
環
が
も
保
険
が
出
ず
、
ば
く
大
な
損
害

原
田
凶
で
は
:
ふ
と
分
析
さ
れ
て
い
賠
償
で
泣
く
の
も
自
分
自
身
で

ま

す

。

す

0

0

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
。
を

飲
潜
宿
中
τ私
で
一
検
挙
苫
れ
た
方
を
警
鐘
に
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め

年
齢
的
に
み
る
と
、
一
番
多
い
の
ま
し
ょ
う
。

且
輩
、
務
権
に
な
交
通
事
故
が
相
次
ぎ
、
等
い
生
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

笠
木
年
始
を
迎
え
宍
通
事
故
防
止
運
扇
の
最
重
い
口
…
に
欽
題
盟
暗
転
を
あ
げ
、
微
A

屈
し
た
取
り
締
ま
り

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
砂
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
。
か
乗
る
な
ら
飲
む
な
e

を
合
い
言
葉
に
交
通
事
故
の
な
い
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
多
い
た
人
も
検
挙
し
ま
し
た
。
と
れ
か
ら

め
、
事
故
の
涼
留
に
な
っ
て
い
ま
は
、
徹
底
し
た
取
り
締
ま
り
を
行

す
。
さ
ら
に
、
飲
沼
運
転
が
非
常
い
、
連
反
者
は
。
却
逮
捕
4

の
方

に
多
い
こ
と
で
す
。
昨
日
(
日
月
針
で
望
み
ま
す
」
と
、
事
故
ゼ
ロ

訪
日
)
一
晩
で
飲
沼
運
転
一
一
十
五
を
騒
い
厳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

人口 227，306人

t空宇葬 72，404t堂簿
(59年 11月 1臼現在)

十
一
月
末
日
現
在
の
一
市
内
の
交
市
民
に
よ
る
事
放
で
す
。
ま
た
、

返
事
故
件
数
は
六
百
四
十
九
件
聞
出
道
二
一
九
号
線
亭
中
心
に
幹
線

(
一
日
平
均
一
-
九
件
)
で
、
傷
道
路
か
ら
一
歩
入
っ
た
生
活
道
路

者
は
七
百
五
十
人
(
一
日
平
均
で
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

一
一
二
一
人
)
、
死
者
は
十
八
人
で
す
。

す
。
昨
年
同
時
間
期
と
比
べ
、
事
故
交
通
事
故
は
、
天
災
で
は
あ
り

件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
i
や
歩
行
者

大
き
な
世
帯
放
が
栴
次
ぎ
究
者
は
増
の
一
人
一
人
が
交
巡
ル
ー
ル
を
守

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
な
か
で
る
こ
と
で
す
。

も
、
な
く
な
っ
た
方
の
中
に
、
小
最
後
に
、
総
谷
交
通
抑
制
日
間
は
、

学
校
の
児
貧
が
四
名
と
高
校
生
五
「
事
故
防
止
は
、
歩
行
者
が
車
を

名
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
週
転
す
る
人
の
立
場
を
、
車
を
運

ら

れ

ま

せ

ん

。

転

す

る

人

は

歩

行

者

の

立

場

を

お

事
故
の
特
徴
仁
し
て
は
、
古
川
外
互
い
に
考
え
一
、
ゆ
と
り
と
思
い
や

か
ら
の
通
過
率
向
に
よ
る
事
故
で
り
の
あ
る
心
で
接
す
る
こ
と
で

な
く
、
t

当
事
者
の
七
剥
が
市
民
対
す
」
と
、
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
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り
に
ご

ぎ

年
末
は
、
人
や
お
金
の
動
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一
一
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と
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な
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に
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施
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迎
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。
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な
平
塚
」
が
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る
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ハ
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。
大
金
の
出
一
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い
る
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一
7
日
時

1
月
初
日
(
土
)
午
後
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
地
域
づ
く

期
間
物
は
取
り
入
れ
て
お
く
。
一
ン
ド
パ
ッ
ク
を
然
遺
体
げ
に
ぶ
ら
さ
一
し
入
れ
は
、
人
自
に
つ
か
な
い
よ
一
通
勤
、
愛
子
な
ど
に
利
用
す
る
一

1
持
初
分
か
ら
4
時
一
立
ま
で
一
り
課
市
民
文
化
係
へ
内
線
二
六

5
5
5
2
m
m
E
2
z
E
E
5
5
5
E
2
5
5
5
5
5
E
5
5
5
5
5
E
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5言
E
5
5芸
2
2
5
5
2
5
5
5主
主
主
主
主
三

5
5主
主
主
言
言
至
宝

5
5
5
5主
主
主
主
王
主
主
主
主
ミ
一
凶
)
ヘ
。
参
加
自
由
。

お

お

蕗

お

だ

均

一

¥

必

一

そ
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て

、

十

二

月

二

十

九

日

か

…

日

に

は

市

長

が

特

別

饗

戒

を

し

て

一

、

.

ザ

議

議

轟

控

欝

一

三

干

一

臼

ま

で

の

午

後

八

時

か

一

い

る

消

富

号

車

巡

視

す

る

一

に

糊

土

品

一

縄

開

韓

襲

撃

一

ら

翌

午

前

零

時

ま

て

消

防

分

間

…

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

一

A
L子

曜

議

議

滴

章

一

が

そ

れ

ぞ

れ

の

地

言

語

警

備

一

市

民

の

皆

さ

ん

も

、

火

の

取

り

一

す

糊

れ

三
。
ま
た
、
十
一
一
月
…
一
五
日
夜
い
に
は
十
分
ぬ
き
て
い
た
だ
一
十
階
止
自

年
も
押
し
詰
っ
た
十
二
月
二
十
一
に
消
紡
長
と
消
紡
関
長
が
、
一
一
一
十
一
き
た
い
。
一

F
鞠

斗

五

臼

か

美

み

そ

か

に

か

け

、

笠

谷

}

…

;

:

一

良

材

住

吋
妨
本
部
で
は
滅
末
火
災
特
別
警
戒
一
ネ
ト

i
ブ
的
取
H
V
鵠

レ

一

罷

ケ

ピ

M

を

霊

す

る

と

と

に

な

っ

た

。

一

一

宮

ア

伺
こ
の
時
期
は
、
生
正
加
が
忙
し
く
一
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火
災
が
一
向
日
右
口
調
ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方
一
去
る
十
一
月
一
一
一
十
日
、
市
内
の

白
品
な
り
、
ま
た
季
節
約
、
火
気
を
俊
一
多
く
な
り
、
中
で
も
級
一
時
器
具
に
一
マ
カ
ー
テ
ン
や
障
子
な
ど
苛
燃
物
一
小
中
学
校
P
T
A
の
な
か
か
ら
、

制
う
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
か
か
わ
る
火
災
が
多
く
な
る
。
一
か
ら
献
酬
し
て
霞
く
。
一
大
住
中
学
校
P
T
Aが
日
ご
ろ
の

山
火
災
が
増
え
る
弓
ど
が
予
想
さ
れ
一
特
に
石
油
開
ス
ト
ー
ブ
は
、
取
り
一
守
一
引
火
す
る
の
で
、
給
油
は
火
が
一
活
動
が
認
め
ら
れ
、
県
教
育
委
員

引
る
。
そ
し
て
、
五
一
出
火
し
た
場
一
扱
い
が
鋳
単
で
、
ど
こ
へ
で
も
移
一
完
全
に
消
え
て
か
ら
ん
打
う
。
一
会
か
ら
後
良
P
T
Aと
し
て
表
彰

癒
合
に
は
、
延
焼
お
火
の
危
険
が
あ
一
動
で
さ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
家
一
マ
給
油
の
あ
と
は
、
栓
を
し
っ
か
一
さ
れ
た
。

関

る

。

一

路

で

使

用

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

の

一

り

締

め

る

。

一

大

使

児

誌

の

P
T
A活
動
は

は
こ
の
た
め
消
防
本
郊
で
は
、
市
一
使
い
方
の
誤
り
や
、
不
注
怠
か
ら
一
守
火
の
つ
い
た
ま
ま
ス
ト
ー
ブ
を
一
父
母
と
教
的
の
信
頼
関
係
を
戦
に

川
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
そ
呼
び
一
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
一
移
動
し
な
い
。
一
時
嗣
淡
会
、
地
区
懇
談
会
、
ス
ポ
ー

ヵ
掛
段
、
全
消
防
機
関
を
品
物
罰
し
て
一
壁
一
周
器
具
は
正
し
く
使
い
、
冬
一
ヤ
対
鑓
自
動
消
火
装
置
の
付
い
て
一
ツ
教
官
E
等
地
域
ぐ
る
み
の
参
加
が

火
災
時
国
成
総
鈴
の
万
全
を
函
る
。
一
い
冬
を
綾
か
く
過
ご
そ
う
。
一
い
る
も
の
を
使
う
。
実
施
さ
れ
、
田
川
解
と
協
力
の
突
を

豊富40守苦雪

議委

。職種保銭婦…...........・ H ・.....・ H ・..…若子名

・資箔保鎚婦の資桔のある方、または60年 3月ま

でに厚生大臣t旨定の保健婦養成所在卒業する見込

みの方。ただし、満40歳以下。

。職穣速記者・ H ・H ・'"・H ・....・H ・-………… 1名

・資倍 高等学校以上を卒業し、速記検定試験 2級

担1主の技能を有する満23歳以下の男子。

。職種鵠床検査技師…...・H ・.....・H ・...・H ・.1名

・資機 高等学校以上を卒業し、臨床検査段由ifiの資

絡のある方、および60年 3月までに文部大臣また

は厚生大臣指定の臨床検査技的養成所、または大

学の専門謀混在卒業見込みの渦24成以下の方。

。職種労務作業員(保育関)・ H ・H ・-…… l名

家庭奉仕員..…....・H ・...・H ・H ・H ・..1名

・資桜 中学校以 kを卒業した櫛37歳以下の女子。

く〉職種清掃・土木等作業員….......…・老子名

・資格 中学校以上を卒業した満37成以下の男子。

※年齢は60年 4月 1臼現在とする。

⑧申し込み lUl17日から24臼までに企画部職員課

人事係(内線321)へ、所定の申込毒(職員課に用

意)を提出する。

-
人
命
救
助
演
技
、
一
斉
放
一
あ
げ
て
い
る
。
一
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

起
渓
車
に
よ
る
震
度
体
験
一
特
に
、
生
徒
に
対
す
る
校
外
生
一
廃
話
閉
山
収
に
際
し
て
は
、
地
戸
長

一
活
指
導
に
は
、
一
一
父
子
、
受
茎
指
導
の
一
徒
会
と
移
有
益
金
の
一
部
を
生

一
な
か
で
、
生
徒
と
と
も
に
交
通
安
一
徒
会
に
還
元
し
て
、
勤
労
の
尊
さ

一
全
の
立
札
を
五
十
か
所
設
粛
し
た
一
や
物
を
大
切
に
す
る
心
の
育
成
を

一
の
を
は
じ
め
、
(
久
留
と
教
姉
が
積
一
図
る
な
ど
、
青
少
年
の
鍵
全
車
問
成

一
同
閥
的
に
参
加
し
て
登
校
持
の
実
直
一
活
動
が
認
め
ら
れ
た
+
U
の。

a間
駐
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
決
め

ら
れ
た
所
へ
き
ち
ん
と
践
こ
う
。

ま
た
、
凶
H
い
物
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

の
間
で
も
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
ハ
ン

ド
ル
口
ッ
ク
、
自
転
車
の
か
ぎ
を

必
す
か
け
よ
う
。

iま
家

ん
す~

1
月
6
日
に

う

注

意

す

る

。

消

防

出

初

式

。

押

し

売

り

に

は

昭

和

六

十

年

の

新

春

初

頭

に

あ

マ
見
知
ら
ぬ
人
や
不
審
な
訪
問
者
一
た
り
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
防
災
体

に
は
、
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
滋
し
に
周
一
制
の
絞
立
を
阿
る
た
め
、
消
防
附
山
山

件

を

開

聞

く

。

一

初

メ

が

行

わ

れ

る

。

マ
貿
う
つ
も
り
が
な
い
と
き
は
、
一
円
V

臼
時

1
月
6
8
(
日
)
午
前

余
計
な
こ
と
を
z

一
言
わ
な
い
。
一

9
叫
吋
鉛
分

マ
な
か
な
か
立
ち
去
ら
な
い
と
き
一
マ
会
場
江
問
中
学
校
校
庭
、
市

は
「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
は
一
役
所
正
頭
玄
関
前

っ

き

り

言

う

。

一

守

内

容

消

防

部

隊

の

鋭

郎

、

催

守
新
っ
て
も
、
居
座
っ
た
り
、
お
一
良
消
紡
節
目
H
等
の
表
彰
、
ま
と
い

ど
し
た
り
し
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
一
の
採
り
込
み
、
は
し
ご
乗
り
、
機

ご
O
番
す
る
。

ン
i'A 
dコ
す
き
な

芸ム
ら
し、

な
王子
塚

福
祉
基
金
を
テ

i
マ
に

待
遇
土
問
崎
日
午
後
五
時
四

十
五
分
か
ら
十
五
分
間
、
テ

レ
ビ
神
奈
川
川
で
放
映
し
て
い

る
「
こ
ん
に
ち
は
神
奈
川
」

の
番
総
に
、
平
塚
市
が
制
作

し
た
「
市
民
の
善
意
で
綴
祉

の
ま
ち
づ
く
り
。
福
祉
基

金
乙
を
放
校
す
る
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
祷
組
は
、
心
身
障
害

者
や
寝
た
き
り
老
人
な
ど
留

っ
て
い
る
方
々
に
、
温
か
い

手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
始
め

た
、
福
祉
基
金
の
内
容
を
紹

介
し
な
が
ら
、

福
祉
の
輪
が
広

が
る
よ
う
、
皆

さ
ん
に
呼
び
か

け
る
も
の
。

守
門
叫
同
月
間
μ
日

(
土
)
午
後
5

持
品
分
1
6将

汝
映
し
た
テ

ー
フ
は
、
図
議

抽
開
祝
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
貸

し
出
す
。

市
問
問
綴
談
室

n
l一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

。
人
権
法
樟
掴
紋
{
四
月
日
日
(
火
)
、

I
R
8
日
(
火
)

。
行
政
省
槽
掴
談
戸
日
時
3
日
時

。
一
触
法
捧
相
談

1
月
口
日
(
木
)
、

1
月
四
日
(
金
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
日
時

。
弔
地
贈
物
相
組
問
月
拓
自
(
火
)
、
日
時
3
日
時

予
約
制
(
電
認
で
も
可
)

。
鷲
記
、
棋
託
、
制
盟
相
銭

2
丹
日
時
(
金
)
、
日
時
S
M時

〈
〉
一
母
宅
相
談
日
月
四
日
(
火
)
、
日
時
S
同
時

。
一
定
倒
年
金
相
談

1
月
刊
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

。
一
輯
市
良
輔
銭
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
臼

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
消
費
生
活
措
設
立
月
白
日
(
金
)
、

1
月
日
臼
(
金
)
、
四
時

ら
日
目
時

。
一
琵
明
岩
頭
特
許
相
談

2
月
7
日
(
月
)
叩
時
F
3
日
時

。
下
輯
取
引
相
談
日
月
即
日
(
木
)
、
日
時
四
分
3
珂
時

務
少
年
穏
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

日朝

i
七
一
一
一
一
一

月
3
金
瞳
B
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

徳

社

会

鎗

お

i
二一一一一一一一一一

O
心
配
ご
と
相
鍛
揮
週
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
3
珂
時

。
母
手
相
談
↑
時
過
丹
S
金
曜
岳
、

9
時
i
H時
四
分

。
家
謹
児
童
掴
談
毎
週
耳
目
1
金
曜
日
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
磯
撞
栂
輯
毎
胡
河
口
3
壷
噛
白
、

9
時
四
分
3
日
時

土
堀
田
は
日
時
ま
で

。
事
入
植
鍛
軍
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
i
u時

530 



年
)
、
平
間
孝
司
(
田
村
)

世
相
・
佳
作
斎
藤
寛
文
(
松
延
小
1

捌

年

)

m

v
燥
大
会
・
俊
秀

平

塚

球

場

で

は

、

来

年

四

月

か

所

定

の

務

態

お

よ

び

実

技

の

印

刷

援

斎

藤

寛

文

(

松

延

小

1
年)、

ら

皆

さ

ん

に

球

場

を

利

用

し

て

い

修

在

日

甘

い

、

認

定

後

、

技

術

指

導

宍

戸

美

南

(

港

小

2
年
)
、
永
井
一

た

だ

こ

う

と

、

現

在

周

辺

繋

織

を

員

と

し

て

登

録

す

る

。

隠

直

泊

中

ス

タ

1
1
作
文
コ
ン
テ
ス
一
恵
子
(
潜
小

5
5、
片
桐
奪
三

進

め

て

い

る

。

・

・

研

修

期

間

2
5日
か
ら

2

ト
全
協
大
会
、
県
大
会
の
入
事
土
問
主
外
雲
大
付
属
高
と

き

そ

利

用

者

の

望

的

な

ト

月

営

ま

で

の

3
日
間
、
場
内
一
昭
和
田
ふ
差
の
物
口
間
関
係
一
高
官
ま
で
・
平
日
午
前
9
一
が
決
ま
り
、
作
文
の
部
で
春
日
野
一
年
)
、
植
原
映
子
(
高
浜
高
3
一

競

技

運

営

を

図

り

、

施

設

を

よ

り

切

放

送

員

は

5
島
誌
は
、
一
と
建
設
工
事
関
係
の
入
札
悲
喜
一
持
九
時
ノ
干
後
1
持
1
4時
一
中
学
校
一
年
の
藤
田
英
明
者
が
文
芸
、
平
路
孝
司
(
田
村
)
一

昨

日

れ

れ

れ

川

町

民

!

?

問

日

開

片

時

。

球

場

一

録

時

叩

刊

誌

れ

れ

と

ト

持

百

わ

九

時

一

日

開

訪

れ

盟

国

民

年

金

の

擾

一

言
す
る
こ
と
に
な
っ

f

H

5

1

二

六

六

)

一

し

て

い

る

登

慈

著

書

の

三

議

員

事

務

室

(

受

け

一

略

)

一

良

団

体

を

表

彰

一

技
術
指
導
員
は
、
球
場
利
用
者
一

J
E
L
l
一

続

き

が

量

で

あ

る

。

入

札

章

一

付

言

は

世

襲

す

る

)

一

{

皇

室

コ

ン

テ

ス

ト

二

三

4
1
一

震

年

金

雲

か

ら

の

裏

に

よ

り

、

競

技

運

営

ゥ

急

配

F
Lぬ
も

一

を

希

製

さ

れ

る

警

は

、

関

長

二

ヱ

繁

謹

一

マ

高

大

会

一

翼

年

金

制

度

は

、

今

年

で

三

(

潮

)

、

重

幸

予

言

す

る

も

の

。

野

球

に

興

味

一

汁

轟

購

臼

0
年
度
に
登
録
済
み
で
あ
っ
て
も
、
一
7
用
紙
の
罪

1
月

ME--文
部
大
言
語
英
明
喜
一
十
五
年
自
を
迎
え
て
い
る
o
v
」
れ
一
家
事
一
)
、
中
村
晃
久
(
登

が

あ

り

、

震

な

方

は

ぜ

ひ

長

一

で

ぜ

恥

V
1
4
U
一
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
。
一

2
2臼
ま
で
・
平
日
午
前
9

一
日
野
中

1
5

一
を
記
念
し
て
警
な
民
間
地
区
一
軍
事
、
原
田
賢
一
(
徳
延

竜

一

糊

!

l

d

一

{

物

ロ

耐

震

一

時

点

時

午

後

17土
72・

警

一

議

官

会

ゃ

、

年

章

一

第

一

一

)

、

5
2
3

マ

極

類

お

よ

び

人

員

一

時

軟

式

野

球

の

審

一

マ

対

象

市

と

物

品

、

印

刷

、

ピ

マ

土

曜

日

午

前

9
時
1
日
時
一
重
恭
子
(
金
旭
中
3
年
)
、
一
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
一
一
)
、
警
春
(
北
久
保
第
二
、

一詩吟
b
p
E

制
怜
講
習
会
鴻
く
五
日
制
ぽ
mmmM凶
作
有
料
金
四
品
開
示
4

一
時
特
詩
江
二
時
山
村
民
J
p
i立
山
町
詩
型

点

一

車

問

入

、

選

手

名

義

一

教

育

委

員

会

で

は

、

市

民

の

要

一

む

)

一

階

・

受

け

付

け

日

は

器

禁

ず

一

マ

音

大

会

一

合

(

代

表

書

き

一

(

中

手

)

、

久

保

田

忠

(

新

宿

)

、

お
よ
び
掲
示
員
i
m人
)
一
考
書
(
高
校
生
以
上
)
一
マ
申
し
込
み
先
平
塚
球
場
見
一
警
部
応
す
る
た
め
、
軟
式
野
球
一
マ
用
紙
の
頒
布

1
5
5ら
一

る

)

ア

優

秀

永

共

恵

子

議

小

5
V社
会
保
険
ι庁
長
官
表
彰
大
島
一
一
一
密
室
(
寺
前
)
、
童
英
太

.
グ
ラ
ウ
、
ノ
ド
キ
1
パ

i
白

人

一

マ

募

集

期

間

1

月

四

日

(

水

)

一

鮒

合

体

育

館

内

体

育

課

郎

(

下

吉

沢

)

、

官

同

僑

勇

(

平

塚

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
一
か
ら
1
丹

市

品

目

(

木

)

ま

で

一

マ

研

修

・

認

定

・

登

録

理

容

組

合

)

話
会学

J 
百室

詩
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盟主:?

で

富
士
見
小
学
校
の
克
蒙
た
ち

。徴収率務嘱託員の募集ー…若手名
・給与約1475F弓

。管理業務嘱託員の募集…日 l名

・給与約115，OOOPl
0受験資格昭和田停 2月 1臼現在満55歳以

上63緩までの男子。

0申し込み 12月 17日から246までに、司'inR

のl覆厩曹を職員諜人事折、 <f有線321)へ提出

中留写真展と物産等の展示と

ときlJ'1l7臼(木) ~22日(火)

ところ ひらつか市民プラザ

{写主翼展]

中里吉各地の名所、|臼跡、風景の紹介

{物産等の展示と卸売}

中国雑貨、食糧品、中国古磁の分類展示

と書道用具{築、墨、観等)

※中間展開催記念講演も関かれる。(詳し

くは 6簡を参照して下さい)

担当 市民センター 霊童話32-2235
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t' 

て
い
る
が
、
事
務
処
理
上
、

る
だ
け
一
月
二
十
一
日
ま
弔

山
首
選
を
同
町
出
し
て
い
た
だ
き
た
一

い
。
な
お
、
山
止
日
の
対
象
と
な
る
一

償
却
資
産
か
な
い
と
き
は
、
そ
の
一

宮

申

告

を

。

一

マ
対
象
と
な
る
償
却
資
液
一

土
地
、
家
産
者
除
く
必
業
用
有
一

形
出
回
援
で
、
そ
の
減
価
償
却
資
漆
一

が
所
得
の
計
算
上
、
旧
制
金
ま
た
は
一

必
要
経
費
と
し
て
算
入
さ
れ
る
も
一

甲

車

外

的

が

八

役

あ

る

。

の

。

例

え

ば

、

語

、

工

具

、

機

一

公

衆

川

道

路

市

全

体

的

に

は

減

少

し

て

い

る

が

、

護

穏

な

ど

。

た

だ

し

、

自

動

車

一

;

i

d

一

也

ま

非

課

税

を

、
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
は
、
依
然
と
し
一
七
二
日
ね
注
し
て
い
る
。
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
学
識
別
で
一
税
、
軽
自
動
車
税
が
税
制
制
さ
れ
て
一

j
i
j

山

中

て

衰

え

て

い

な

い

。

一

招

談

が

あ

っ

た

も

の

の

う

ち

、

多

い

の

は

、

尚

校

生

の

ニ

百

十

八

一

い

る

も

の

を

除

く

。

一

公

衆

消

道

路

と

し

て

、

土

地

の

匂
年
寄
で
は
、
十
歳
以
下
が
三
敬
一
言
指
導
が
五
十
一
件
、
継
続
抱
一
街
頭
に
お
い
て
、
盟
主
主
刊
と
、
山
主
の
八
十
一
一
一
件
。
一
問
い
合
わ
せ
は
、
出
資
産
税
謀
士
郎
が
使
用
さ
れ
て
い
る
所
有
者

机
件
、
二
十
設
以
仁
は
一
ニ
号
、
十
五
(
一
定
期
間
継
続
し
て
指
導
に
一
を
早
期
に
発
見
し
て
指
導
す
る
愛
一
年
齢
別
で
は
、
十
四
球
か
ら
十
一
償
却
資
産
係
(
内
線
…
一
九
一
二
は
、
そ
の
道
路
部
分
を
分
筆
し
、

翻
沼
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
で
は
、
六
一
あ
た
る
)
が
ニ
イ
八
件
、
鶴
田
祭
引
一
議
指
一
雲
行
っ
て
い
る
。
一
七
歳
ま
で
が
三
百
七
十
六
件
で
、
一
へ
。
一
両
諮
問
か
完
ア
し
た
ら
市
へ
掲
げ
出

国
十
一
一
一
件
の
相
談
が
あ
り
、
全
体
の
一
継
が
五
件
と
な
っ
て
い
る
。
一
今
期
の
指
導
件
数
は
、
四
百
一
二
全
体
の
八
六
が
で
あ
る
。
ま
た
、
一
一
を
。
調
査
の
う
え
「
公
共
の
者

凋

k
i礼
司
す

J
y

一
十
九
門
真
。
三
真
十
五
、
三
平
塚
市
に
居
住
し
て
い
る
票
、
一
長
期
営
農
継
続
一
に
供
す
る
道
路
」
と
し
て
の
翠

彫

X
A一一一一一一一一
J
U
-
-
一一一…一一一一一一

y
y

一
七
十
四
一
)
で
、
前
年
間
閉
山
よ
り
一
全
体
の
七
六
が
で
あ
る
。
一
農
地
の
認
定
は
一
が
あ
る
土
地
に
限
り
、
受
年
度
か

ぃ
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
煙
一
一
一
一
-
市
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〆
一
百
六
十
六
件
減
少
し
て
い
る
。
一
愛
護
指
導
の
場
所
に
つ
い
て
一
一
主
語
の
取
り
扱
い
と
な
る
o

h
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
昭
一
一
一
一
蹴
-
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ゾ
一
内
容
別
で
は
、
不
良
交
友
が
以
前
一
は
、
街
頭
、
ゲ
ー
ム
場
が
減
少
し
一
市
街
化
ば
域
畿
地
の
う
ち
、
長
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
資
産
税
課

h

訂
正
日
正
汚
訂
正
一
一
日
一
一
一
一
一
一
一
一
一
日
以
一
年
間
期
よ
り
半
分
以
下
に
減
少
し
育
長
、
警
底
、
公
警
亘
書
農
継
続
湾
総
と
し
て
の
認
定
一
土
器
内
線
二
八
八
)
へ
o

f
一一一一
J
J
・
-
日
以
「

JAy--一人一一一一一一一-一人-一
r

一
た
反
頭
、
怠
学
が
約
一
二
倍
に
同
唱
え
一
立
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
一
を
話
望
さ
れ
る
方
は
申
告
を
。
一

昨

山

民

一

…

片

野

訴

訟

盛

一

ι
t
i
t
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
s

一
7
対

言

語

?

一

ミ

一

一

保

有

税

の

樹
白
味
噌
九
mm一
一
一
山
一
一
一
一
一
品
川
一
接
部
)
産
の
由
申
告
は
一
向
日
時
点
い
U
T
M
諮
問
一
お
知
ら
せ
で
す

不

健

全

長

巧

十

三

ぷ

九

九

三

川

J

立
一
川

p
h
i
a
l
j
e
d
y
{
!

一
地
の
所
有
意
死
亡
し
そ
の
椴
一
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

/

学

件

5
hにハ宍

1J一

u
一一一一

thru--ぷ約
一
寸
…

l
丹
お
日
ま
で
に
提
出
を
一
続
人
が
引
き
続
き
認
定
を
希
望
す
一
五
十
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
富

j

-

一

/
ミ
a
u

山仁川口
v
h
J

川
戸
犯
の
山
口

uph古川
丸
山
U
J

片山

VJ¥

一

一

る

も

の

。

一

に

取

得

し

た

市

街

化

区

域

内

の

土

/
九
一
?
?
均
一
一
世
引
火
山
r
a
h
i

丸
山
内
て
一
市
内
に
事
業
所
(
室
、
ェ
五
疫
の
償
却
霊
を
申
告
し
て
い
一
マ
認
定
要
一
一
件
①
雨
量
器
一
器
対
し
、
手
重
か
ら
向
こ

/
:
J
E
¥
話
、
一
喝
営
業
所
等
)
を
持
つ
償
却
資
一
た
た
く
こ
と
足
っ
て
い
る
。
一
摘
が
九
百
九
十
平
方
M

以
上
の
も
一
う
十
年
間
特
別
土
地
保
有
税
が

J
J
5
5示
1

一
度
の
所
有
者
は
、
毎
年
一
月
一
日
一
申
告
期
限
は
、
一
月
末
と
な
っ
一
の
。
③
市
内
に
お
け
る
一
蜘
控
室
一
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

i
i
i
i
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f
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一
位
の
経
営
説
撲
が
九
百
九
ト
平
方
一
守
対
象
と
な
る
土
地

市
で
は
、
海
岸
・
虹
ケ
浜
に
悠
一
り
」
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
日
川
以
上
で
あ
る
場
合
。
一
邸
機
が
五
百
平
方
針
以
上
五
千

設
中
の
市
営
住
宅
(
中
層
住
宅
・
一
マ
募
集
の
し
お
り
・
申
込
書
の
配
一
マ
申
告
期
間
倒
的
年
1
月
幻
日
一
変
万
灯
未
満
で
、
二
年
以
上
建
物

第
1
栂
)
の
入
居
者
を
募
集
す
る
一
布
一
マ
問
い
合
わ
廿
長
市
資
産
続
出
掛
一
ま
た
は
機
築
物
等
が
設
寵
さ
れ
て

こ
と
に
な
っ
た
。
一
・
期
間
ロ
月
間
以
日
(
土
)
か
ら
一
土
地
係
(
内
線
二
八
八
)
一
い
な
い
も
の
。

E

V
募

集

す

る

伶

宅

虹

ケ

浜

住

宅

一

ロ

月

初

日

(

さ

ま

で

一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

市

資

援

税

録

制

(

第

1

種

集

】

)

一

場

所

市

建

築

譲

住

宅

係

、

市

一

住

宅

用

地

の

変

一

土

地

係

(

内

線

二

八

八

)

相
マ
申
し
込
み
喜
①
昭
和
的
年
一
民
相
談
室
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
一
更
は

1
月

幻

日

一

浜

3
2日
以

前

か

皇

内

に

住

民

一

ン

宇

一

一

取

り

壊

し

家

康

舵
登
録
の
う
一
足
、
引
き
続
き
居
住
し
一

J
Mれ

d
i

一
土
地
に
係
る
悪
霊
絞
り
つ
一
一
は
必
ず
届
出
を

る
て
い
る
こ
と
。
③
夫
婦
(
婚
約
者
一

l
再

1
F
U
U
臼
(
月
)
か
ら
一
ち
、
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
一

市
を
含
む
)
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
一
ロ
月
町
四
日
(
ホ
)
ま
で
一
て
い
る
日
一
百
平
方
M
M
以
下
の
土
地
一
関
定
資
巌
税
の
斌
線
開
期
日
は
、

ベ
し
た
家
族
で
あ
る
こ
と
。
③
現
に
一
・
場
所
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
に
つ
い
て
は
、
税
金
が
泊
分
の
一
一
一
月
一
門
口
で
あ
る
。

エ
住
宅
に
留
っ
て
い
る
こ
と
が
切
ら
一
文
言
青
籍
軍
4
月
一
と
な
る
。
芝
、
二
百

Z三
奪
取
り
壊
し
て
も
、
法
務
局

ル

か

な

こ

と

。

④

収

入

が

基

唱

以

内

一

1

臼

一

超

J

え
る
部
分
の
土
地
に
つ
い
て
は
一
へ
怒
ノ
殺
訟
を
し
て
い
な
い
受
百

W

で
あ
る
こ
と
。
③
住
民
税
等
の
滞
一
語
、
使
て
替
え
釦
韮
の
た
一
税
金
が
二
分
の
一
と
な
る
。
雪
玉
、
市
役
所
へ
届
け
出
を
済
ま
せ

日
純
一
が
な
い
こ
と
。
@
巾
内
に
住
所
一
め
、
一
般
募
集
の
で
き
る
住
宅
は
一
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
旨
申
告
を
ロ
一
て
い
な
い
と
、
凶
定
資
産
税
が
縁

日
↑
著
す
る
警
な
護
保
証
人
が
一

3
階、

4
聖

な

る

。

一

芸

住

宅

用

地

主

富

一

税

さ

れ

る

こ

と

が

あ

る

。

2
人
あ
る
こ
と
。
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
川
崎
築
誠
住
一
住
宅
や
併
用
住
宅
の
敷
地
に
供
さ
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
出
品
産
務
課

マ
収
入
禁
準
「
募
策
の
し
お
一
宅
係
(
内
線
凶
六
一
一
一
)
へ
。
一
れ
て
い
る
土
地
を
い
う
。
ゐ
一
家
間
同
市
怖
(
内
線
二
八
問
問
)
へ
。

青
少
年
の
抱
く
悩
み
を
線
決
し
一
っ
て
い
る
。

安
打
ヰ
与
ア
紡
す
る
た
め
、
青
少
年
一
今
期
は
、
八
十
七
件
(
労
?
五

組
該
室
で
は
、
青
少
年
相
議
、
青
一
十
一
一

1
K
士
一
十
四
)
の
顎
泌
が

少
年
電
話
相
談
、
愛
護
指
璃
可
制
柚
一
あ
っ
た
J

こ
れ
は
、
前
年
同
期
と

続
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
一
日
比
べ
て
三
十
八
件
の
減
少
で
あ

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
一
る
。

う
ち
青
少
年
相
談
と
愛
護
指
導
の
一
相
談
の
内
容
は
、
家
族
か
ら
が

結
田
別
で
あ
る
。
期
間
は
、
昭
和
五
一
一
一
一
+
六
件
、
警
袋
か
ら
が
一
一
十
二

十
九
年
度
上
半
期
(
四
月
1
九
一
件
、
愛
護
指
導
が
十
五
件
で
あ

月
)
者
対
象
と
し
て
い
る
。
一
る
。
学
識
別
で
は
、
定
主
が
一
一
一

青
少
年
相
誠
一
十
四
件
、
高
校
生
が
一
一
一
十
一
一
一
件

量
-
-
一
で
、
こ
れ
で
全
体
の
七
じ
が
を
占

相
談
、
笈
で
は
、
青
少
年
の
も
つ
一
め
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
悩
み
、
問
題
に
つ
い
て
一
内
容
加
で
は
、
身
上
指
導
が
二

予
訟
を
受
材
、
適
初
な
め
一
草
壁
十
九
件
、
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
が
十

に
努
め
、
問
題
の
早
期
解
決
を
図
一
三
件
、
不
良
交
友
が
十
二
件
、
家

と弘明

政治経済の読み方

こ
の
ほ
ど
、
平
塚
豆
宵
少
年
相
談
室
で
、
昭
和
五
十
九
年
度
上
半
期
の
背
少
年
非
行
妨
止
活
動
の
状

況
報
告
を
発
表
し
た
。
古
山
民
の
皆
さ
ん
、
他
人
事
で
な
く
い
つ
ど
こ
で
子
供
た
ち
が
非
行
に
走
る
か
わ

か
ら
な
い
。
を
行
の
実
揺
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
健
全
な
環
境
づ
く
り
に
と
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
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2fllB (余) ~5 B (火)

2月 18午後吉野寺見附合体育館前

2月5日午前 5時 グ 60若手l}守18Eヨ (金)
午後 6&寺から

ところ平塚市勤労会緩

務車車 朝 Eヨジャーナjレ編集長

筑紫哲也氏

事務担当 勤労会主吉(電話32--"3355)

とき

夜勤、在学者で

所定の用紙に記入のうえ、 t 

会費を添えて見附台体育館内体育課 c> 

-3060) へ申し込みを。受

17白から。ただし、先着昌吉人



し

「
も
う
い
く
つ
ね
る
と
お
し
ど

う
が
つ
:
:
」
と
い
う
歌
が
開
聞
こ

え
て
来
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
丑
(
う
し
)
年
。
そ
こ

で
、
合
月
は
平
塚
の
務
車
問
片
倉
さ

ん
ご
一
家
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

割
引
五
時
半
か
ら
始
ま
る
仕
事

は
、
朝
の
え
さ
く
れ
ム
押
乳
、
牛

舎
の
清
掃
、
夕
方
の
え
さ
く
れ
・

持
乳
と
い
っ
た
具
合
い
。

一
日
も
休
む
こ
と
が
出
来
な
い

の
が
大
変
そ
う
で
す
が
、
一
家
そ

ろ
っ
て
仲
良
く
仕
事
を
し
て
い
る

光
凝
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

来
年
は
よ
い
年
の
よ
う
で
す
。

自由に利用できます。(無料鈎放)
開放種田 卓球、パドミントン、バスケット、

軟式底球(13--回目前、バレー(16--20時)

R 楽各離陸とも、ラケット、シャトJkボ ーJレは

判必ず各自持事を.(体育館には用意してありませ

んノ〉

12fll7El (月)午後 1時-86寺
1 fll4日(月) 1/ 

1月28日{丹)が
運動のできる踊装で参加し、上はき用の運動

ぐつを用意してください。(賓室内は土足厳禁で

担 当 体 胃 韓 噂 酷 31-3060 ず。)醜技場内での故食は禁止です。

ど

。地区

とき

0実業

とき

争スタ一

帯ゴール

し

4月曜日です一

う

1月は第 2、
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瀬
健
太
郎
(
松
原
小

5
一
(
御
殿
)
、
湾
問
実
的
問
(
大
島
、
ア
翠
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仲
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湖
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は
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市
民
セ
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一

け
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引

引

引

品
年
)
、
美
総
(
神
田
小
2
年
)
、
一
マ
一
般
の
部
・
章
一
議
の
英
会
話
教
室
を
開
く

o

V
語
ジ
ヱ
イ
・
マ
イ
ケ
ル
・
一
守
締
め
切
り
背
管
(
火
)

一
担
塚
浩
子
(
富
士
見
小
5
年
)
、
一
大
谷
都
美
(
千
十
相
河
岸
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一
マ
日
程

1
R
n
Bか
ら
3
易

一

ス

ミ

ス

氏

(

ア

メ

リ

カ

人

)

一

義

員

会

開

く

日
金
量
也
(
な
で
し
こ
小

6
5
一
マ
特
別
賞
(
幼
児
島
・
教
育
英
百
ま
で
の
火
・
金
曜
百
(
全
日
一
芸
懇
六
千
円
一

1
メ

制

マ

小

学

校

低

学

年

の

苧

喜

一

術

振

興

委

)

一

段

一

マ

申

し

込

み

方

法

は

が

き

に

、

一

最

近

の

中

国

腕
官
民
興
(
松
原
小

3
5、
内
一
室
生
田
明
子
、
鈴
木
敦
士
、
一
・
初
級
午
後
7
時
1
8特
一
重
名
、
黒
氏
名
、
年
齢
一
一
月
十
七
臼
か
ら
市
良
プ
ラ
ザ

穏

藤

雲

寺

沢

小

3
5、
章
一
中
川
斑
由
子
(
以
上
神
田
幼
稚
で
中
級
午
後
8
時
1
9時
一
裏
番
号
、
職
業
を
記
入
の
う
え
一
で
一
望
さ
れ
る
臼
中
友
好
中
震

後
子
(
金
白
小
1
年
)
、
小
林
容
一
麹
)
マ
会
場
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
一
平
加
平
塚
市
見
掛
川
町
民

i
I市
民
一
を
記
念
し
、
講
演
会
と
映
画
の
つ

昭和59年守 21'弓守 58

)v 

yレ

悌
鱒寄の磁文演~

即
図
堂
嘉
一
露
参
考
室
に
、

ζ
の

市
ほ
ど
白
須
文
燥
が
設
け
ら
れ
た
。

氏
こ
の
文
庫
は
、
豊
原
町
の
白
須
一

醐
義
雄
氏
か
ら
、
医
学
金
田
Z

一
十
七
夕

7
市
民
プ
ラ
ザ
幻
11六一二一一九

線
イ
ト
ル
六
十
八
四
川
が
贈
ら
れ
誕
生
一
〔
パ
ン
ど
の
会
作
品
発
表
会
〕

践
し
た
も
の
。
書
館
で
は
、
こ
れ
一
会
員
の
水
彩
画
、
要
書

ま
で
両
院
品
茎
田
が
少
な
か
っ
た
こ
と
一
り
マ
ン
ガ
な
ど
を
展
示
す
る
。

か
ら
、
こ
の
白
須
文
療
を
活
用
す
て
期
間
ロ
月
初
日
3
円以一月お日

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
，
主
催
パ
ン
ピ
の
会

一
〔
楽
し
い
子
供
の
欝
き
初
め
暗
闇
〕

一
幼
稚
開
制
か
ら
高
校
生
ま
で
の
夢

一
の
あ
る
審
き
初
め
を
展
示
す
る
。

一
・
期
間

I
R
4
臼
1
1
月
8
臼

一
・
主
催
芙
蓉
醤
道
会

一
{
友
好
都
市
、
市
民
体
幾
の
郷
給

一
介
嬢
}

一
友
好
都
市
で
あ
る
高
山
市
、
花

融
市
と
、
市
山
氏
休
養
の
郷
で
あ
る

一
天
城
湯
ケ
島
町
を
紹
介
す
る
c

・開制樹

1
月
訪
日
1
1丹
羽
白

・
主
催
平
塚
市

重苦401管

小脱 ー文学

鬼火の町 l松本清張

安存子の斜t 績十郎

ぼくらの世 界 聾本工事

忠臣蔵とは{司か 丸苔才一

培，，;:あっぷあっぷ 田辺翠子

クレオパトラの黒い溜息 小崎元

瓦斯(プ~Â) 灯 速域三紀彦

樽身命 上 聞 三 四 二

パルチザン マクリーン

今日は昨日の明日 間高健

愉しみかたの流儀 野坂昭如

私はいつでも忙しい 宇野千代

風土と文学 日本文学風土字会編

死を問う 曽野綾子ほか

パーボン・ス トリート 沢木耕太郎

家庭・生，吉

家庭で作れる関学但野菜 拾醤房

秘密のザクザ ク手編み 小学館

腰痛 の 治 療 と綾痛体蝿 河端正t邑
父主犯の本 斉藤茂太

共働者の子育て 樋口恵子

仲人のしきた り 日本儀礼文化協会

ご絞料理!100選手づくり料壊の金

社会科学・その他

ヨモめ科学史 中山茂

人口知能の総唱陸 部野上七古

臼本よ農業国家たれ 叶芳和

ベンチャ技術新時代 清成忠兇

人開発見の旅 早 乙 女 勝 元

私人 ローレン・ハコーノレ

銀座の本 講談社

映画 で お ぼ える英金話 高中三佳子

気 が つ け ば 騎手の女房 吉 永 み ち 子

※この外にもいろいろ新しい本が沢

山あります。

食時輯時間

'1を出室、事考室 9時-16時 間 分

-こども軍火-c!曜日日時-16時50分

日曜日 9時 -16時間分

三年体鵠沼 搭週月曜日 12月28f:3---1月 4'ヨ

1月 15日

会E盟輯舘 芋254;受聞町12ー担嘩臨31~0415

合英字新開に綴しむ教室
英語の基本そ確かめながら、英字新聞の

ニュースや解説に取り組む。

・日程 1月 9日-3月27日 j~週水曜日

〈念日圏、第 2~ヨは 2 月 17 日〉

・時間 19時 -21時

.M象青年、一般 20人

'教材費実費

官親と子の狭酒大会
暁画とゲームのっと"0

• 11時 1月 15日(火) 101l写--151!'f

. J二制暁画 マザーテレサとその!!t持、さつ

ちゃんの四角い空

・対象 組と子 100人{入場目山、 lt器削)

権週月曜日、 121128日--1 H 4 j 1 

官こども娘言語会

(O)12月訪問(自}四時、日時 .3階ホール

「やさしいライ才ンJカラー27分犬に育

て ら れ た や さ しいライオンが、時恋しさに

サ ー カ ス を 逃 げ出す。ゃなせたかし原作の

ミュージカルまんが。

子罵jカラー自分是の睡い子島

立てないはずなのに火白中へ飛び

込んでいく。子高と子世たちの五悼を描く。

骨 1月日間(臼) 10時、 14時 ・3措ホール

「アルプスの由主ハイジj カラー30分ハ

イジ自明るさとやさしさが、愛をめはえさせ

生きる箸びを満たしてくれるヨハンナ，スピ

リ蹟押の物語。

::.iJ 一一一、庁、

「一凶三
「走れ'J、JIIJカラー-J7分轟白動物たちと

やさしむ川、I11の物言語。

官時央 華麗 会

@1月20，ヨ{日) 10時、 14'湾 ・3階ホール

f寅次郎・容の夢jカラー 1時間44分出

歯は、麗美清、香川京子、ハーブエデルマン

抵か。"とらや"に変な外人が下宿する。旅か

ら滞った寅次郎とは犬指の仲に。

古新産量フィルム紹介

16~，}映画フィルムのご利用は、 E喜重警館視聴

覚ライブラジ へ。

地寓(10升)、老人賛歌山町目、裕太と一

平 (325]-)、間くにもできる (30分)、 Ij)jるい

町への最前綿 (30分)、火災から命を守るため

に(18分)、生命.t1I1J.i轟(四分)、野誌の生活 (24

分)、冬をこす生きものは9分)、醐箆f誌敢(20

分)、南極犬タロ (265目、栄光の背番号 3(80 

分}、さよならテネコちゃん (41分)

官主墨をJtる会

博物館の望遠舗で、冬の夜空各親寵する。

書加自由。当日は科学教室にお韓まりを。な

お、続車は屋外で行うので、寒さに負けぬ服

鵠で書加を。

「月と金量を見ょうJ12月25日(大) 17時

--19!l寺

「冬白星盟と星欝・星回 1月18日(金}

18時-20時

官土器護襲見事襲会 E語然の新陸轄を作ろう

1月四日(土)馬入(ハクセキレイのねぐら}

1月26日比二〉岡崎〈社寺林めぐり〉

2月 9日〈土)博物鮪〈新聞づくり)

申し込みを。

官自然観聖書会押切)11i!葺淳書E訪ねて

・日時 1月13日〈尽) 9 --16時雨天中止

・場 所小 田郎市小船、沼代方面

・申し込み 1月 5臼までに往檀はがきで。

多数むときは、抽せんで30人。

女体鮪昌揮遜月瑠日、 12月28日-1月 4日

1月15日

会博物蝿 "f'254j愛郷町12-41宮署路33-5111



輯母子髄L貸手帳本間・ ))11問とマ時己III

l之を持参(3かJ]児は本111;のみ)

[ 3か月兇1
1月 9自 59年 9月 1日-10日生

1 月23日 59草 9月日日 -20日生

1月30臼 59年 9月21日-30日 生

い趣6か月児]

ヱ月 8日 58'手7月 1日-10日'E

2丹羽田 58年 7月11日-20日生

1月四日 58年 7月21日-31日生

口調児]

1月四日 56年日月 1日-10日生

1 J']24呂田年11月日日-20日生

2月31日 561:s1l丹 21日-30日生

盟会J'l(ミ 2 えそ 6かけまての乳幼児

盟会場 Yf~d判住所

盤 fH'll 1月 7問、 21日、 28日

調時!日) .I F!狗 9 時」刊行 ~30汁
韓中しj6J-). H!.;，~て n"号式{米作Eι;Jr U2 
--()130) へ子約する今できるだけ止

に乳幼児的科教不UYJ:，日習を。

顔
を
横
に
向
け
る
。

ω訴
は
が
あ
れ
ば
氷
ま
く
ら
な

ど
で
一
冷
や
す
。

⑦
再
併
使
が
な
け
れ
ば
か
ん
勝

し
、
後
で
使
を
医
師
に
み
せ

る。

ひ
き
つ
け
⑤
ひ
き
つ
け
の
よ
う
す
を
観

脳
の
発
達
の
未
熟
な
赤
ち
察
し
、
持
続
時
間
な
ど
を
前

ゃ
ん
や
子
供
(
特
に
1
歳
1

る。

3
歳
)
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
き
つ
け
に
は
、
種
々
の

涼
留
で
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
涼
思
が
あ
り
、
治
療
も
奥
な

あ
る
。
ひ
き
つ
け
は
必
ず
と
る
の
で
必
ず
か
か
り
つ
け
の

ま
る
の
一
ベ
子
供
が
ひ
き
つ
医
雨
叫
に
棺
読
し
、
手
当
て
を

け
で
も
あ
わ
て
ず
次
の
よ
う
受
け
よ
う
。
何
回
も
ひ
き
つ

な
処
置
を
と
ろ
う
。
け
た
り
、
熱
が
な
く
ひ
き
つ

①
薄
暗
い
部
箆
に
寝
か
せ
、
け
た
り
す
る
場
ム
口
、
医
師
の

衣
嬢
を
ゆ
る
め
呼
吸
を
楽
に
く
わ
し
い
診
察
を
受
け
な
く

し
て
無
用
の
刺
激
を
避
け
、
て
は
な
ら
な
い
。

盟桂期(妊雌 8カ、円以降の方)

1月 21日、 28日

輔会場保輝センター

調 時 間 午 桂 1時 30分-4時

輔申し込み電話で保健センター

(34-0311) へ。

理
し
て
も
ら
う
た
め
‘

上
の
方
を
対
象
に
、
然
料
の
一

健
淡
診
査
を
実
施
し
て
い
る
。

十
月
に
は
、
八
百
十
人
の
官

来
年
四
月
か
ら
保
育
鴎
へ
入
勝
一
・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時
一
受
診
し
、
患
の
縫
禁
容
~

を
希
議
さ
れ
る
カ
の
申
し
込
み
を
一
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
一
か
め
て
い
る
。

受

け

付

け

る

。

一

・

場

所

所

役

所

付

属

B
会
議
室
一
マ
検
査
内
容
成
人
病
の
一
平
間

た
だ
し
、
吉
沢
保
育
問
問
、
明
石
一
な
お
、
申
込
前
川
誠
の
配
布
お
よ
一
見
、
ー
早
期
治
療
品
川
践
的
と
し
ょ
「
マ
諮
っ
て
く
だ
さ
い

町
保
育
問
に
は
、
…
一
歳
未
満
塁
…
び
入
国
受
け
付
け
の
壁
、
家
庭
一
学
的
検
査
、
襲
、
患
嬰

6
君

主

衣

類

、

高

三

児
は
入
践
で
き
な
い
。
一
の
状
況
等
を
お
開
き
す
る
の
で
、
一
ど
。
必
要
な
方
に
は
、
精
倍
検
査
一
一
一
一
ア
ィ
ド
レ
ス
、
掃
除
機
、
ク
リ

マ

申

し

込

み

で

き

る

方

一

直

接

保

護

者

の

方

が

来

て

い

た

だ

一

を

行

う

。

一

1
ン
ピ
1
h
z
l
、
卓
球
台
、
子
供

子

供

の

一

保

育

に

あ

た

る

方

が

、

一

き

た

い

。

問

い

合

わ

ぜ

は

市

児

童

一

マ

料

金

然

料

一

一

田

川

自

転

車

(
m
H
Y
男
子
用
)
、
ベ

働
い
て
い
た
り
、
病
気
だ
っ
た
り
一
器
産
(
内
線
一
一
一
間
)
へ

0
7受
診
喜
市
内
の
ほ
と
ん
ど
一
芸
品
登
録
情
報
は
、
市
地
綾
子
1

4

1

し

て

、

高

子

供

の

一

品

を

み

ら

一

一

の

震

情

震

が

重

要

量

一

づ

く

り

線

市

民

会

治

係

(

喜

一

一

れ

な

い

家

庭

な

ど

。

一

零

歳

出

ん

の

家

庭

一

機

関

に

な

っ

て

い

る

。

か

か

り

つ

一

四

回

)

へ

。

一

マ

i
ク

の

い

ろ

い

ろ

;

詰

滅

の

配

布

一

保

育

員

を

募

集

一

け

の

一

室

・

病

院

へ

ご

相

談

の

う

否

認

り

ま

す

一

3
1
j
j
J

auu間
同
ロ
月
初
日
1
門

uAμ
日

一

一

一

ス

、

保

険

訟

を

持

品

苦

し

て

受

診

す

一

食

卓

問

い

す

、

ベ

ピ

l
ベ

ッ

一

一

一

治

初

一

・

時

間

話

9
?ノ4
4時
一

君

事

務

所

で

は

、

生

後

一

二

か

一

る

。

一

ド

、

押

入

れ

ダ

ン

ス

、

ス

ト

ー

ブ

一

仁

!
i
i
L

(
土
習
は
午
前
中
)
一
月
以
降
の
古
川
成
者
保
育
し
て
い
一
マ
壁
板
の
交
付
受
診
し
た
一

7、
福

君

主

人

一

塁

言

語

い

き

-
索
引
退
附
詰
B
会
議
宝
一
た
だ
け
る
家
喜
一
方
語
、
市
か
ら
受
診
誌
を
同
一
都
市
ガ
ス
川
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
コ
一
液
在
、
都
民
一
ニ

O
度
を
躍

マ

受

け

付

け

一

集

し

て

い

る

。

一

対

し

て

僕

脱

走

帆

を

送

付

す

る

。

一

ン

ピ

ラ

ッ

ク

、

ベ

ピ

l
m体
章
一
と
し
、
洗
潔
惜
の
弱
水
流
か
弱
い

・
期
間

1
月口一
U
1
1
月
四
日
一
マ
指
社
員
の
栄
作
問
問
い
合
わ
せ
は
蝕
版
梨
へ
。
一
計
、
ソ
フ
ァ
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
一
子
洗
い
が
で
き
る
。
:

1 J事プヲレン

み

光穏ちゃん
会ふじみ野 1~16~8 石曜研究

所にお動的の室田信ーさん (38措〉

と千鶴子さん (32競)の二女。身

長65cm、体須8.6kg、59年 1月四日

生まれ、 11か丹。

魚やレバー、りんごが貯ぎな光

開ちゃんは、何でもよく食べる元

試な子。さかだちなどあらっ沼い

ことが貯きで、パパといつも体操

している。名糖お姉ちゃん(3措〉

はかわいがってくれるが、ときど

定 員

90人

90メ、

90人

90人

60人

90λ、

90人

90人

別人

90人

120人

90人

80人

間 人

120人

120人

150人

120人

120人

90ノ、

90人

120人

120人

120人

120人

生活関連物資価格調査
消費生活モニタ 30人による11月の平均価格

五五一「揖措 i小鵬同二亡
相石ほん 3kg 878FJ I 863f'l 
合成洗剤 2.65kg 892円 901円

サラダ油 700g 379f可 I377F9 

しよ う 泊J1 1 ~;(J，\ ック 254PJ I 2521'1 

Atレノ~.:: 160m4隅入 I215('J I 221司

:w勾 1τ100g ! 1751守 I 17幻'J

関 卵 IMIO間人 208門 202弓

まあじ i 丸100g 177円 18H']

じゃがいも 1kg 177円 11円

みそ 1kg 299円 I314円

食パン 1斤 154円 I 1日ち

マーガリン 225g入 187PJ I 182円

プロ パン 10m' ! 4， 923f'3 1 ー

灯 油 1 18~';:門己主! 1.494円!ー

市内保育関一覧
施設 名 j所 在

仲間{筑庁間 I 村

てt- I!J a ず官 i明 A 'f 

m問 削 (f問 問眠令

市原保 fr隅 何 豆

1，守沢保育閉 上吉沢

!E -'.1<. fi慌汗閉 F.;k-ι? 

しらさぎ保町閉 車中原

タ開ヶ 保育用 う悶 ヶ丘

l7布保育間 関 付

大神保育 i宅 六 神

三戸時間汗間 宮の前

柳町保丹南 u 塚

l!Ji {i町保育南 列 石町

円行行時汗 i橋 立野町

あさひ保育問 河 内

摘内保育 i遇措 内

いずみ保汗隅 f 出

金 IJ保丹 i潟 t: ~役目

八楠保育間 四之宮

大町間育開 担原 間

ゅうかり i呆汗隅 司 崎

中間保育閣 Jr，t 

1f1i村探打開 高 村

甫!は保湾問 l' 尿

みどり慌丹市 四之 開

醐吋ち良 時間 'íll に尚 12か JJ ，~df ，位

して72か '1A、品 (})ýJJ~I，!，，，

輯陪 附刀 法 1111喫 p-、!i;j院て 1j lIil 

(7-おけをド?く)を山じて出師て

きる。接関日は医師とご今日掛を。

朝刊 金 _l!¥付九

輯持号するもの 叫間北 n ((itl.)t 

f制J

盟欝 1期 3窃 畳 け る

'N望， 2 ル党 (2'1ヵ、 11) ヵ、ら 4 u'lt 

(48力、11) までの幼児。なお、時開

mlF1婦は 2!"!， 3Hとも 3_i自!日}からお

沼111]。

盟揖2期 2回畳ける

・均等~ ，:n 1 WJの 31"111カ待望"って

ヵ、ら 1{ド1-')， f". 1 1!: 6カ、IJL-:JI)'lr})JVJIo'IJ

にJ呈ける。なお、市 1W!を '1'-めに呪

けて、，HZHI!もえよるべく引く 4んをま

てに料 fするようにしていただきた

[1月]

23日 中JJ7t乏正l¥':ft1i， fìL f~Ji} l-~l'!iì 、

※間的公民間

2-1H 神間公民館、策金刑公民館、

※城日公民鮪

2511 保問センタ

話予
[市投所・探嘩センタ } 

闇 n匁尚 3品まての.n、ちゃん

公

1L 

手ム

主工

12J守 218働~238(!日)

格Z襲デパート 6~醤縫耳葬場
物議員反売(銘果、ヱ芸品、陶器、

銘額、みそ、演物、みたらし節子

等)と観光案内

き

場

容

と
会
内

市民ツアー高山を訪ねて

とき 2 J守 2313伎)~25 悶倒)

@出発 2月23日 7S寺30分

・帰着 2 Fl25El19s寺30分

。募集人重要 40人(先着順)

。向い合わせと申し込み地域づくり

言果(内線263) か伊豆絡線トラベル

平塚苦言業所{霊軍務21~6058)

平塚市市民部地域づくり課市災文化係{内線263)事務tJI?e当



ヱ
見
場
平
理
市
捕
祉
会
曲

守
一
党
購
買
措
市
内
主
住
、
在
勤
、

在
章
者
①
謹
輯
教
育
修
了
相
当
以

上
田
方
。
②
全
日
韓
竪
加
で
き
る

方
。
③
体
力
に
自
措
が
あ
る
方
。

マ
畳
講
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
締
め
切
り
1
月
刊
日

マ
申
し
込
み
先
市
福
祉
何
時
務
課
庶

務
部
(
内
組
ニ
一
七
)

め
る
た
め
の
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
。

マ
費
用
無
料

ヤ
申
し
込
み
日
月
四
日
ま
で
に
、

県
立
湘
南
部
H

少
年
の
車
(
閉
山
認
日

O
六
七
六
)
へ
。

の
ほ
か
月
別
、
項
臼
別
支
出
一
覧
み

を
踊
付
。
日
所
、
氏
名
、
職
業
、
年

齢
、
埼
話
帯
号
、
家
計
帯
記
帳
年

数
、
家
焼
一
覧
を
明
記
す
る
。

マ
締
め
切
り

2
月
四
日
(
入
選
尭

告
は
、
5
月
〕

マ
応
募
先
〒
叩
横
浜
市
中
日
日
本

大
遇
Z

神
罰
川
県
市
町
村
課
内

神
帝
川
県
貯
帯
推
進
耳
昔
話
会
(
電
話

。
四
五

1
一一

0
7
L
一
一
一
)

一
救
急
法
正
規
誘
智
会

日
本
掠
土
干
社
平
理
市
地
長
で
は

赤
土
宇
故
意
揖
蕊
規
開
習
舎
を
開
く

こ
と
拡
な
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て

い
る
。

マ
日
韓

2
月
3
白
か
ら
2
月
日
日

ま
で
の
9
日
間

-
平
臼
午
桂
6
時
5
9時

・
日
明
日
午
前
9
時
5
午
後
5
時

湘
構
車
問
少
草
の
車
で
は
、
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
聾
成
講
座
を
開
く

0

7
日
韓
日
月
回
日
(
火
)
S四
月

町
田
(
木
)

2

拍
3
日

マ
対
象
高
校
生
却
人

中
内
容
地
壊
活
動
を
関
撞
的
に
進

マ
補
聴
器
ロ
丹
即
日
(
木
)
午
前

日
時
1
日
時

マ
艶
形
ブ
ロ
ッ
ク
四
月
白
臼

(
丹
)
午
後
Z
時
3
3時

・
会
場
平
理
市
福
祉
会
開

問
い
合
わ
せ
は
、
市
楠
祉
総
務
課

更
生
福
祉
骨
(
内
綿
一
三
一
一
)
へ
。

統
計
法
に
基
づ
き
、
十
二
月
一
一
一
ト

一
日
現
在
の
製
造
業
の
活
動
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
工
業
統
訂
調

査
が
実
施
さ
れ
る
。

調
査
員
が
訪
問
し
た
障
は
、
ぜ
ひ

最
近
、
新
聞
の
投

禰
に
、
町
内
会
な

ど
を
通
じ
て
の
募
迭
に
批
判
的

な
意
克
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
輔
閣
の
募
金
は
、
地
域
ご
と
に

方
法
や
金
額
が
違
い
ま
す
が
、

大
河
小
異
一
で
し
ょ
う
。

平
塚
に
住
ん
で
い
る
入
の
批

判
は
、
見
た
こ
と
も
闘
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
私
共
の
献
金
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
具
体
的

に
、
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。

「
年
末
助
笠
間
い
運
動
」
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
共
の
さ

さ
や
か
な
一
好
が
ど
の
よ
う
に

役
立
っ
て
い
る
の
か
、
市
内
の

事
例
を
あ
げ
て
明
ら
か
に
し
て

い
え
た
け
れ
ば
叶
助
け
合
い
」
み
ん
な
で
明
る
く
迎
え
ら
れ
る

の
意
義
も
一
向
と
深
ま
る
の
で
よ
う
に
、
し
あ
わ
せ
を
わ
か
ち

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
う
思
い
や
り
の
募
金
で
す
。

《
長
持
須
藤
綾
一
部
氏
v

昨
年
は
、
一
千
三
百
六
十
二
万

年
末
助
笠
間
い
運
円
余
に
の
ぼ
る
温
か
い
欝
忍
が

新
し
い
草
者
寄
せ
ち
れ
ま
し
た
。

け合し

使途を教えて...

マ
応
募
方
法
二
主
子
以
内
、
本
文

~まれない方iこ 1 ， 362 万円

こ
の
募
金
の
使
途
は
、
慰
問
り
老
人
世
帯
に
七
折
、
そ
の

金
と
し
て
、
市
内
の
生
活
に
葱
抽
出
、
事
務
費
な
ど
に
砲
が
使
わ

ま
れ
な
い
世
帯
に
三

Q
軒
、
重
れ
ま
し
た
。

度
の
心
身
障
害
の
方
に
一
六
年
末
助
け
合
い
運
動
は
、
民

軒
、
母
子
世
帯
に
一
九
軒
、
障
問
福
祉
活
動
在
高
め
る
た
め

害
児
者
の
小
さ
な
作
業
所
お
よ
に
、
共
間
募
金
の
一
環
と
し
て

び
潟
祉
施
設
に
一
四
一
が
と
な
づ
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

て
い
ま
す
。
ま
た
、
慰
問
口
聞
と
滋
か
い
と
協
力
者
お
願
い
し
ま

し

て

二

人

暮

ら

し

ゃ

寝

た

き

す

。

在

会

福

祉

協

議

考

$.輯ひらつか

ご
協
hu
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
山
崎
務
課
杭
引

調
克
保
(
内
綿
一
一
一
四
九
)
へ
。

中
期
日
日
目
白
日
(
上
)

門

V

場
所
松
原
公
民
間

マ
相
誰
員
弁
需
土
問
開
噌
光
民

相
盟
希
望
者
は
、
前
日
午
挫
5
時

ま
で
に
松
原
公
民
鮪
(
電
話
回

l
六

一
八
六
)
へ
。
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
明
る
。

花
水
商
栄
企
庁
年
部
で
は
、
手
づ

く
り
た
こ
に
よ
る

b

新
春
子
供
た
と

あ
げ
大
会
。
を
平
塘
海
岸
で
開
く
。

マ
期
日
1
月
6
日
(
日
)

マ
集
合
場
所
午
前
回
時
に
、
な
で

し
こ
小
学
控
グ
ラ
ン
ド
へ
。

小
売
業
的
盟
会
な
尭
展
と
消
費
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
踊
る
た
め
、
商

屈
指
青
年
服
売
士
研
貯
金
が
開
か
れ

る。マ
期
間

1
丹
時
日
(
ホ
)
か
ら
2

月
H
日
ま
で
の
日
日
間

マ
対
象
商
届
出
宵
年
経
営
者
、
小

売
業
従
事
者
お
よ
び
拝
来
従
事
を
希

望
す
る
者

守
畳
講
料
三
千
五
百
円
(
市
外
的

方
は
じ
千
円
)

ヤ
会
場
平
場
商
工
会
親
日
明

マ
申
し
込
み
1
月
間
日
(
木
)
ま

で
に
受
講
料
を
韻
え
て
平
時
商
工
会

議
所
(
篭
語

n
l一一五一
O
)

ヘロ
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心
身
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害
児
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・
閉
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名
五
千
円

マ
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通
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・
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克
予
六
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八
円
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打
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神
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ス
協
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制
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部
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会
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円

マ
揮
祉
基
金
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明
出
誠
治
一
千

円
、
つ
も
る
全
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合
五

T
円
、
山

崎
究
一
一
時
瓦
子
円
、
平
埠
口
j

タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
一
万
円
、
平
塚
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
一
万
円
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予
域
間

ロ
ー
タ
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ー
ク
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一
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、
福

祉
大
会
会
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一
千
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、

リ
フ
ォ
ー
ム
か
た
つ
む
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四
万
五

千
円
、
藤
元
瑞
時
じ
百
一
一
!
?
六
円
、

開
子
即
時
針
五
千
円
、
主
化
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措

株
式
会
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三
千
五
f
七
円
、
巨
人

間
批
セ
ン
タ
ー
利
用
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三
千
百
六

十
四
円
、
朝
日
新
聞
中
堅
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所

瓦
万
七
千
二
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六
円
、
軒
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ら

つ
か
市
民
市
実
行
委
員
会
六
万
一

千
八
百
一
円
、
佐
藤
真
佐
子
一
千

百
二
十
五
円
、
平
明
暗
市
老
人
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ブ

連
合
会
三
万
一
一
千
九
百
八
十
円
、

毘
野
磨
子
三
万
円
、
中
村
伝
五
郎

一
千
円
、
土
沢
地
亘
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
十
七
万
六
千
二
百
九
十

円
、
県
建
具
協
一
間
組
合
平
塚
支
部

二
万
九
千
百
七
十
円
、
県
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
環
境
樹
免
開
業
組
合
平
理
支
部

一
千
一
一
一
百
一
二
十
五
円
、
県
中
央
印

車
業
組
合
一
万
二
百
二
十
五
円
、

県
担
金
工
業
組
合
・
平
田
暗
m
u
d
拍
板
金

組
合
四
千
七
宮
七
十
円
、
平
理
量

装
君
臨
業
組
合
二
万
五
百
九
ト
三

円
、
湘
央
表
島
内
笈
協
会
七
千
五

前
円
、
湘
央
中
広
告
芸
術
協
会
一

万
三
千
百
八
十
円
、
平
塚
左
官
組
合

五
千
四
百
十
円
、
平
理
市
自
転
車

商
協
同
組
合
軍
1
・
第
2
支
部
一

万
四
チ
五
十
四
円
、
相
横
蚤
の
市
実

行
要
員
会
一
万
円
、
つ
く
し
看
護

婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
兵
土

三
事
合
同
寮
祭
五
チ
三
百
四
十

円
、
高
本
医
院
一
万
六
千
二
百
六

?
九
円

犬、ねこの巡回収聾
県動物保理センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる白骨を防ぐため、今回も仕の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収拝を行う。

当日、犬をi討される方は f印置Jr犬の軍

本LJr注射開票Jr費犬字幅jを持専のうえ会

場へお出か吋を。なお、明容ホの停留時間は

10分間。また、ねこは麻袋ヵ、ダンボ ル相に

入れていただきたし」

1月5 臼 (土) 1丹128 (二七)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 ; 25 大野公民館 9 ; 20 彊賀公民館

9 : 50 車田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 域自公民館 10; 00 富士見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中距公民館

10: 50 岡崎公民館 10: 55 組公民間

11 : 10 金回公民的 11: 15 宮沢公民館
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JI!(その 2) 

長瀬より東察本曹を望む

罷金

R125ijii弔問;!?住民!能関蟻j
I2255283dEK日下問iiii日 7扇踊抗議Ii 
いお号。 Eぞき 3bzzdb t事Z U持志望 ! 
! ?EUi型 建F 主主主五日紅 白黙な関係 j 

iii;;iiziZ訳語講 ;;liziiliitisi宍訂;i
iFZ;EHzmjf民間i555ziHf竺;iiiij

雪氏黙患の主毒自警それ、日惜もこ 一一 語
主 主いでお喜fz Eな 222きし弓しぶ E晶ま伊で主まき U553主主て iL三日iqid差点往生内申込委託yj

政治家や候補者などの寄付

3ない運動を進めよう
政拍車や韓間省などが盟事区四人に寄付をする

ことは禁必されています。たとえ悶町内会の集ま

りに寄付をしたりお歳暮を贈ることもできませ

ん。また、政治家や鯉補者などに寄付を要求する

ことも法樟違反となります6 みんなで、寄付を贈

らない、求めない、受けとらない運動を進めまし

ょう。

くてはならない事態が生じた。そ

れは問 4年白、 3当地方の昨砂IJl7

すという大置の需土問砂である。

こ由砂が洪水こーとに流れ出し、

たちまち川を哩めてしまった回金

百IIIの場合、南原では[1J畑より III

床のプヲが 8-9尺も高くなった。

地の 2Iけも同措だったので、"o:m
の 5か村・人野・長持・山下・悟

~.松延・河内・南原の謂村は、

田畑は無論、洪水の時は麗散まで

ホが入りこんでしまったという。

幕府は諸大名に命じて111ざらい

をさせたが、砂の~t摘はやまない

ので、事時 6年 (1721) 金目 111の

下出を捕り割って水々を流し、 tl民

の離{殺を救った。このjけは砂をさ

らい終えれば、地めて元の田聞に

する約束であったが、さらう世間

もかかるりで、翌 7年、この恨の

IIIを永久の川にした。これが同開

から山下近くまでの現在四金臼川

の蹴路である。

金目川と向樟だった玉川も、金

百恨111の永111化と問じ年に、現出

路に掘り替えたので、この時から

花水申流れはこの地域ヵ、ら聾を消

し、金百・玉川の 2Iけになった。

(文発 臼井弘)液おたずねは市

史輔さん揮{曙酷 31-0429)へ。

前回、江戸時代におげる金白川

の改睦について、その開略を述べ

たが、断続的ながらそ自主要簡所

についてもう少し触れる。

先ず南原の西端である。ここに

は現在金ElIIIと世田川〈元五111)

とが、少しばかりの間関を罰いて

平行するように流れているが、江

戸時代の中ごろまでは、花水川と

呼んだ一筋の流れであった。

それは、そのころまで余白川・

鈴111・玉111の 3iI!は、入野の東端

で合慌し、一節となって相慣南に

遣しており、花水川は、当時この

合流点から晦までの間を指してい

たからである。

この形由合流は、洪水の場合、

金白川の強い水勢によって地の 2

111が逆流し、その被害が大きかっ

たので、主主永 3年(1706) 金百川

を改惜し、!有原土手で花水川に合

間させたことは前回触れたが、こ

の合班点はどこだったのか、換冒

すれば花水川はどこを流れていた

かが、大切な追求点になろう。

この慌時についての明確な賢料

は無いが、古結図・当時の村境・

その他からして、南原と畏持~徳

躍との村境と推定おれる。

しヵ、し、この階自流れを変えな

平 埋 市 灘 事 管 室 里 聾 員 企

平理市明るい選挙推進協盟企

。巡回釘程/12月訪日(土)10時 -12時サン

シャイン平揮・ 13時 ----15時 スーパースズキヤ/

12月四日付叶 10時-15時 関 西 ベ イ ン ト/12月

22日(土)開時-12時金田公民鮪・ 13時-15時

中央農協問崎支所/12月25日(火)10時 -15時駅

北口(策海大学ローターアクトクラブ)/12月28日

(金) 10時 ----1S11手 駅北口/1月5日(土) 10語学~

15時 駅北IJ/υi8fJ(火)10時~日時駅北口/

11110日(木)1問手-15時市 控所/1月日 11(金)

lC時-15時古河電工

~ご協力ありがとうごぎいました~

田中爽金隅77人、寓土チタン工業33入、東梅大

学328入、平塚ライオンズクラブ113人二日開ユニ

パーすル30入、三和ケミカル28人、予場農業高校

104入、ヰZ埠江南高校240入、小松電子金属79人、

高揖高控291入、駅南口75人。
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